
令和７年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書  

１ 実 践 校 名 一関市立桜町中学校 

２ 実 践 名 「生きる力」を育てる健康教育の推進 

３ 実施対象者 桜町中学校生徒 276 名、保護者、教職員 

４ 目   標   

運動習慣、生活習慣、食習慣への働きかけを意図的・計画的に行うことで、生徒が将来的

に健康な生活を送ることができる素地を育成する。（特に、運動に意欲的ではない生徒に対

して、体を動かすことの気持ち良さや楽しさ、また仲間と集う喜びを味わわせるために

「ヘルスアップタイム」を設定している。） 
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（①・②） 
【資料１】 

【資料２】 

① 本校の学びフェストでは、知・徳・体のうち、「体」の部分について、「健康で明る

く、気力のある生徒」を育成することを目指している。これを受けて、保健室経営計

画では、ヘルスアップタイムの取組と、包括的性教育を重点に挙げ、取り組んでい

る。 

② 生徒指導部のチーム組織を生かし、養護教諭、保健体育科教諭、生徒会担当、食育担

当で連携しながら進めている。 

イ 

（③・④） 
【資料３】 

〇運動習慣に関わること 

・「ヘルスアップタイム」の設定：清掃時間を活用し、対象となる学年が体育館に集まり、

10 分程度 YouTube 動画を見ながら音楽に合わせて楽しく体を動かす時間を設けてい

る。 

・駅伝練習：選手コースと体力づくりコースを設け、走力に自信のない生徒でも取り組め

る機会を設けている。 

 

〇生活習慣に関わること 

・「睡眠＆スクリーンタイムチェックシート」の取組：７月、11 月の 1 週間、自身の睡眠

時間とスクリーンタイムが可視化されるシートへ記入を行う。期末面談時に教員、保護

者と共有し、生活リズムの見直しを図っている。 

 

〇食習慣に関わること 

・給食センター栄養教諭による栄養指導を各学年１時間年間計画に組み込んでいる（１年

生：朝食、２年生：運動と食、３年生：受験と食）。 

・給食委員会の取組で完食チャレンジを行っている。 

ウ 

（⑤） 
【資料４】 

・Ｒ６年度のヘルスアップタイムアンケートでは、「みんなと一緒に楽しく運動できた」と

答えた生徒は、一学期 83.1％→二学期 91％へ増加している。８～９割の生徒が集団で運

動することの楽しさを実感できている。 

・睡眠＆スクリーンタイムチェックシートを使って生活を振り返ることで、望ましい生活

習慣への気付きが生まれ、自身の生活の維持、改善への動機付けとなっている。学期末

の三者面談時に返却することで、家庭との連携も図られている。 

６ 成   果  

・それぞれの活動が、校内のシステムの中に組み込まれ、スムーズに実施できるようにな

っている。 

・ヘルスアップタイムは、清掃の時間を使うことで既存の教育課程を使った取り組みとな

っている。清掃ができない日の掃除の補充も計画の中に組み込み、実施できている。 

７ 課 題  

・ヘルスアップタイムは学校のシステムの中には定着したが、機材のセッティング等の前

準備があり、それを現在は養護教諭が行っている。養護教諭が代わった時にも続けてい

けるような仕組みを考えたい。また、事後アンケートで生徒により生徒のニーズをつか

み、改善を加えていく必要がある。 

８ 今後の予定  
・ヘルスアップタイムについては、１学期にアンケートが取れなかったので、２学期、３

学期に取り、生徒の実態を把握する。 
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資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保健だより」 

（R7.５月号） 

「ヘルスアップタイ

ムについて」 

「保健だより」 

（R7.７月号） 

「睡眠＆スクリーン

タイムチェックに

ついて」 

「３学年だより」（R7.11月 18日号） 

「栄養指導について」 

資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 


